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広　報 広　報 広　報 主 な 記 事�
国民年金控除に証明書添付を 2面�
麻しん・風しん接種方法変更 3面�
一休とんち大賞作品紹介 3面�
IT講習会開きます 4面�
同志社大学でスポーツ教室 4面�

DDDDD DDDDD

京田辺市ホームページ 　http://www.kyotanabe.jp/

広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています

男  29，691人（+55）�

平成17年10月1日現在　（　）は前月との比較�

市の人口�市の人口�

女  30，903人（+52）�
合計  60，594人（+107）�

世帯数  22，775世帯（+68）�

○市民と行政とのパートナーシップの構築�
①市民参画促進、支援のための仕組みづくり�
　市民が意思表明や合意形成など行政活動に参画できる仕組みを整えると
ともに、ボランティア団体、企業など多様な主体の公益活動を促進させ、
また市民等のコミュニティ活動を活性化していくような支援策を行う必要
がある。�
②広報、広聴のあり方�
　多様な手法を用いながら積極的かつ効果的な広報活動を行うとともに、
市民ニーズを的確に把握するための広聴機能の充実強化と施策へ反映させ
る仕組みづくりが必要である。�
③情報公開�
　個人情報保護に配慮しつつ、インターネットなどの多様な手法を活用し
てより積極的な情報の公開を進めるため、文書管理のあり方や公開方法等
について見直し整備する必要がある。�
�

○より質の高い行政サービスの提供�
①窓口サービス向上に関する検討�
　サービスの受け手である市民の立場にたって見直しを進めるとともに、
職員全体の資質の向上を図り、全庁的なサービス向上運動に取り組む必要
がある。また、市民からの苦情等については、ひとつひとつ検証を行い、
改善につなげる仕組みを整備する必要がある。�
②電子自治体の推進�
　情報セキュリティの確保に十分留意しながら、インターネット等情報通
信技術を活用した電子市役所の推進による市民サービスの向上を進めると
ともに、高齢者や障害者への支援策を進め、全ての市民が電子化の成果を
享受できる仕組みを整備する必要がある。�
③サービスの公平性の確保、受益者負担のあり方�
　現行のサービスについて行政が行うべきかどうかをまず検証し、行政が
行うべき性質のサービスについて、享受する者としない者、また、利用者
間の格差を踏まえた公平性を確保するとともに、受益と負担のあり方を見
直す必要がある。�
�

○効率的な行財政運営�
①新たな都市経営の仕組みづくり�
　成果重視の「経営」という視点にたった行政運営を行うとともに、それ
ぞれの施策の実現に向けた総合的な戦略や資源配分について、トップが的
確に判断し実施していく仕組みづくりと、それをサポートする組織体制を
整備する必要がある。�
②組織・機構のあり方�
　市民から見てもわかりやすく、利用しやすい組織づくりとともに、市民
ニーズに迅速に対応できる簡素で応答性の高い柔軟な組織とする必要があ
る。�
③民間委託の推進�
　市民サービスの向上とコストの削減など効果的・効率的また機動的な組
織体制を構築するため、民間委託・民営化を積極的に推進していく必要が
あり、その場合、サービス水準等について客観的に検証・評価できる仕組
みの確立等行政責任の担保に配慮が必要である。�
④財政の健全化�
　財政の健全化に向けた歳入の確保と市税等の滞納については収納対策に
強力に取り組むとともに、抜本的な歳出構造の変革を図るための聖域を設
けない歳出全般にわたる抑制政策を進める必要がある。また、市の財政状
況の透明性の向上と成果重視の計画的・重点的な予算配分ができるシステ
ムを導入する必要がある。�
⑤事務・事業の効率化、適正化�
　限られた資源を効率的に運用して最大限の効果があげられるよう事業の
重点化、事務の共同化、コスト縮減の徹底を図るとともに、より効率的で
質の高いサービスの提供を目指すニュー・パブリック・マネジメントの考
え方に基づく自治体経営改革を進めるため、行政評価制度の導入による徹
底した事務事業の検証を行い、見直しを進める必要がある。�
⑥補助金等の適正化�
　協働の視点、補完性の原理の視点を踏まえ、分権時代にふさわしい補助
金のあり方について検討を行うとともに、明確な交付基準の整備を進め、
新たな視点での見直しを行う必要がある。また、補助金等の使途や会計処
理が適正に行われているかを検証する仕組みづくりも進める必要がある。�
⑦定員管理・給与等の適正化�
　事務事業の見直しや外部委託、ＩＴの活用や市民等との連携、協働の取
組みにより職員数の抑制に努めるとともに行政の役割の範囲、施策の内容
やその手法を改めて見直し適正化を図るための計画づくりが必要である。
また、職員の能力、職責、業績が適切に反映される給与処遇についても検
討するとともに、特殊勤務手当をはじめ諸手当については、適正に改善す
る必要がある。�
⑧人材育成�
　職務や職種の特性等を踏まえた計画的な研修や能力開発のあり方など、
職員の能力向上に向けた新たな基本方針の策定を進めるとともに、職員の
意識改革を進めるため職員の士気が向上する職場風土づくりと職員の能力
を適正に評価する仕組みづくりが必要である。�
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Ｊ
Ａ
田
辺
基
幹
支
店
と
商

工
会
・
市
で
つ
く
る
産
業
祭

実
行
委
員
会
は
、
京
田
辺
市

産
業
祭
２
０
０
５
の
「
京
た

な
べ
　
お
宝
な
ん
で
も
鑑
定

大
会
」
の
出
場
者
を
募
集
し

ま
す
。

み
な
さ
ん
が
お
持
ち
の
宝

物
を
経
験
豊
か
な
鑑
定
士
が

時
価
評
価
し
ま
す
。
出
場
者

に
は
、
記
念
品
や
「
ピ
ッ
タ

シ
賞
」「
大
会
賞
」
な
ど
も

用
意
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
２０
日
�
午
前

１０
時
３０
分
〜
正
午

「
中
間
ま
と
め
」
の
概
要

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
全

文
は
、市
役
所
政
策
推
進
課
、

北
部
・
中
部
両
住
民
セ
ン

タ
ー
、
三
山
木
福
祉
会
館
に

設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

推
進
委
員
会
は
、
い
た
だ

い
た
ご
意
見
な
ど
を
参
考

に
、
新
た
な
行
政
改
革
大
綱

づ
く
り
に
向
け
た
提
言
を
１１

月
末
を
目
途
に
ま
と
め
、
市

長
に
答
申
し
ま
す
。
市
は
こ

れ
を
受
け
、
新
た
な
行
政
改

革
大
綱
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
具
体
的
な
改
革
を
取
り

ま
と
め
た
実
行
計
画
を
来
年

３
月
ま
で
に
策
定
す
る
予
定

で
す
。

応
募
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

人
応
募
方
法
＝
フ
ァ
ク
ス
・

電
子
メ
ー
ル
・
は
が
き
で
、

ご
意
見
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
書
い
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い

募
集
期
間
＝
１０
月
１４
日
�

〜
１１
月
２
日
�

応
募
・
問
合
せ
先
＝
行
政

改
革
推
進
委
員
会
事
務
局

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
京

田
辺
市
田
辺
８０
、
政
策
推
進

課
内
、
�
６４
・
１
３
１
０
、
�

６４
・
１
３
０
５
、
電
子
メ
ー
ル

seisaku@
kyotanabe.

jp

）

行 政 改 革
推進委員会

新
た
な
行
政
改
革
大
綱
づ
く
り
に
生
か
す

あ
な
た
の
お
宝
鑑
定

１１
月
２０
日

産
業
祭

出
場
者
を
募
集
し
ま
す

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る

人
募
集
人
数
＝
１０
人

鑑
定
品
目
＝
焼
き
物
・
絵

画
・
書
・
工
芸
・
民
具
・
道

具
な
ど
。
た
だ
し
、
切
手
と

コ
イ
ン
は
除
き
ま
す

申
込
方
法
＝
商
工
会
に
備

え
付
け
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kyotanabe.k
yoto-fsci.or.jp/

）
の
申

込
書
に
、
必
要
事
項
を
書
い

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

応
募
し
め
き
り
＝
１０
月
３１

日
�く

わ
し
く
は
、
商
工
会

（
�
６２
・
０
０
９
３
、
電
子

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

k
y
o
t
a
n
a
b
e
-

sci@
kyoto-fsci.or.jp

）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

簡
素
効
率
的
な

行
政
を
目
指
し

市
は
、
平
成
８
年
に
策
定

し
た
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

の
実
現
を
目
指
し
、
シ
ス
テ

ム
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
市
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
に

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
自

治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
が

活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市

民
主
体
の
市
政
を
実
現
す
る

た
め
、
市
に
は
、
こ
の
活
動

を
支
援
し
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
市
税
な
ど
収
入

が
伸
び
悩
む
中
で
、
人
口
増

に
対
応
し
た
都
市
基
盤
整
備

や
公
共
施
設
整
備
の
積
極
的

な
推
進
等
に
よ
り
借
金
の
合

計
に
あ
た
る
市
債
残
高
は
約

２
２
３
億
円
（
平
成
１６
年
度

普
通
会
計
決
算
）
に
達
す
る

な
ど
、
市
の
財
政
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
は
、
新
た
な
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
す
る
た
め
今
年
６
月
３
日
に
行
政
改

革
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
５
回
の
会
議
を
開
き
、
市
長
へ
の
提
言
の
素
案
と

な
る
「
中
間
ま
と
め
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、「
中
間
ま
と

め
」
に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
募
集
し
ま
す
。

京田辺から世界記録 �京田辺から世界記録 �京田辺から世界記録 �
流しそうめんで1370㍍�流しそうめんで1370㍍�同大生と市民�

ゴ
ー
ル
。
約
５０
分
か
け
、
１
３
７
０

�
の
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。

地
元
京
田
辺
の
竹
を
使
い
、
約
１

か
月
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
作
業
は
、

終
盤
は
連
日
徹
夜
に
も
お
よ
ん
だ
と

か
。実

行
委
員
長
の
飯
田
哲
史
さ
ん

（
＝
写
真
㊧
）
は
、「
本
当
に
う
れ
し

い
。
地
元
の
人
の
助
け
な
し
で
は
何

も
で
き
な
か
っ
た
。
み
ん
な
に
あ
り

が
と
う
と
言
い
た
い
で
す
」
と
、

涙
な
が
ら
に
話
し
て
い
ま

し
た
。ボラ

ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
市
民
も
、

「
夢
や
ロ
マ
ン
を
持
っ

て
い
る
。
学
生
の
パ

ワ
ー
は
本
当
に
す
ご
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

同
志
社
・
同
志
社
女
子
大
学
の
学

生
が
地
元
の
市
民
と
と
も
に
力
を
合

わ
せ
ギ
ネ
ス
記
録
に
挑
戦
す
る
、「
大

そ
う
め
ん
流
し
」
が
１０
月
８
日
に
行

わ
れ
、
見
事
に
京
田
辺
市
か
ら
世
界

記
録
が
誕
生
し
ま
し
た
。

同
志
社
大
学
の
馬
場
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
そ
う
め
ん
は
、
校
内
を
通
り

正
門
を
抜
け
、
同
大
学
の
南
門
で

流れるそうめんを一目見ようとた
くさんの人が追いかけていました
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２
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あ
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希
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・
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★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）・
中部分室（中部住民センター内）で借りられた
本も、移動図書館で返すことができます。�
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。�
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。�

南山東�
高　木�
興　戸�

3:40～4:10
4:20～4:50興戸公民館西200m

松　井�

宮ノ口�

健康村�

江　津�
出垣内�

3:00～3:30
3:40～4:10

打　田� 4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

3:40～4:10

3:00～3:30

3:00～3:30

多々羅公民館西側�

健康村公民館前�

打田公民館前�
松井里ケ市公園東50m

3:00～3:30

高船農産加工センター前�
天王バス停前�

南山公園�

三山木幼稚園横�

高木公民館前�

宮ノ口白山公園�
江津公民館前�

高　船�

飯　岡�
山　本�
水　取�

多々羅�
普賢寺公民館前�

天　王�

水取公民館前�
山本出荷場精米所前�

新興戸公民館北50m新興戸�
飯岡バス停�

普賢寺�

4��

17

10�

24

4:20～4:50

9�
18��

巡回日�

8�

22

2�

16

1�

15

3:00～3:30
3:40～4:10

巡回時間�地区名� 駐 車 場 所 �

火
　
曜
　
日�

木
　
曜
　
日�

水
　
曜
　
日�

曜日�

11月の移動図書館『かんなび号』巡回表� こ
の
本
は
「
お
と
う
さ
ん

は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
や
「
お

ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」
な
ど

の
絵
本
作
家
で
あ
る
著
者

が
、
子
育
て
に
つ
い
て
書
い

た
本
で
す
。
イ
ラ
ス
ト
も
た

く
さ
ん
載
っ
て
い
て
、
と
て

も
楽
し
く
読
み
や
す
い
も
の

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
子
育

て
に
か
か
わ
る

専
門
家
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や

デ
ー
タ
・
他
の

お
と
う
さ
ん
た

ち
（
絵
本
作
家

の
木
村
裕
一
さ

ん
な
ど
）
と
の

対
談
な
ど
、
読

み
ご
た
え
も
た
っ
ぷ
り
。
が

ん
ば
っ
て
い
る
お
と
う
さ
ん

に
は
も
ち
ろ
ん
、
お
か
あ
さ

ん
や
こ
ど
も
た
ち
に
も
ぜ
ひ

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一
冊

で
す
。

「
お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

お
と
う
さ
ん
の
育
児
書
」

宮
西
達
也
／
著

学
習
研
究
社
／
発
行

＜ 2  ＞

１１
月
初
旬
に
保
険
料

控
除
証
明
書
を
送
付

１
年
間
に
納
め
た
保
険
料

の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
、
は
が
き

で
社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
１１

月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

証
明
内
容
は
、
今
年
１
月

か
ら
９
月
３０
日
ま
で
に
納
付

さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額

と
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ

る
保
険
料
額
で
す
。
年
の
途

中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
、
１０
月
以
降
に

今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付

す
る
人
は
、
来
年
２
月
初
旬

に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
年
末
調
整
ま
た
は

確
定
申
告
の
手
続
き
に
は
、

必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
証

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料

は
、
被
保
険
者
本
人
だ
け
で

な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主

る
人
の
申
告
書
に
添
付
な
ど

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
問
い
合
わ
せ
先
、
ま

た
は
、
京
都
南
社
会
保
険
事

務
所
（
�
０
７
５
・
６
４

３
・
２
５
４
７
）
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

報
酬
に
よ
っ
て
保
険
料
や

給
付
額
が
増
減
す
る
厚
生
年

金
保
険
な
ど
の
加
入
者
（
第

２
号
被
保
険
者
）と
は
違
い
、

第
１
号
被
保
険
者
は
、
保
険

料
と
給
付（
老
齢
基
礎
年
金
）

が
定
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
将
来
の
生
活
設

計
に
合
わ
せ
て
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
が
で
き
る
よ
う
、
公

的
な
年
金
制
度
で
あ
る
国
民

年
金
基
金
や
個
人
型
確
定
拠

出
年
金
、
農
業
者
が
加
入
で

市
は
、
市
内
の
中
小
企
業

者
に
、
資
金
融
資
の
保
証
料

に
対
し
て
補
給
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

対
象
者
＝
本
市
に
住
所
と

店
舗
な
ど
を
有
し
、
継
続
し

て
事
業
を
営
む
こ
と
が
確
実

な
人
で
、
今
年
６
〜
８
月
に

府
中
小
企
業
融
資
制
度
の
一

般
振
興
融
資
お
よ
び
小
規
模

企
業
お
う
え
ん
融
資
に
よ
る

１
千
２
５
０
万
円
以
下
の
融

資
を
受
け
た
人

申
込
方
法
＝
住
所
・
店
舗

な
ど
の
所
在
地
の
証
明
（
融

資
申
込
書
ま
た
は
所
得
税
申

告
書
の
写
し
な
ど
）
と
市
税

の
納
税
証
明
書
を
持
参
し
て

産
業
振
興
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１０
月
３１
日
�

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
４
）

入賞作品決まる�一休
とん
ち大
賞�

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除

平
成
１８
年
４
月
１
日
か

ら
予
防
接
種
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
麻
し
ん
ワ
ク

チ
ン
と
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

が
一
つ
の
混
合
ワ
ク
チ
ン

に
な
り
、
予
防
接
種
の
受

け
方
が
変
わ
り
ま
す
。

接
種
時
期
は
、
こ
れ
ま

で
生
後
１２
か
月
〜
９０
か
月

（
７
歳
６
か
月
）
未
満
で
各

１
回
で
し
た
が
、
２
回

（
第
１
期
と
第
２
期
）
と
変

わ
り
ま
す
。

▼
第
１
期
…
生
後
１２
か

月
〜
２４
か
月
（
２
歳
）
未

満
▼
第
２
期

…
就
学
１
年

前
か
ら
〜
就

学
の
前
日

た
だ
し
、

現
在
１
歳
以

上
で
麻
し
ん
、
風
し
ん
の

予
防
接
種
が
未
接
種
の
人

は
、
平
成
１８
年
３
月
３１
日

ま
で
の
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
接
種

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

改
正
後
の
平
成
１８
年
４

月
１
日
以
降
に
現
在
の
麻

し
ん
、
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
る
場
合
は
、
任

意
接
種
（
有
料
）
に
な
り

ま
す
。

平
成
１６
年
１１
月
〜
同
１７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

は
、
現
在
の
接
種
方
法
と

こ
の
新
し
い
接
種
方
法
と

を
選
べ
る

場
合
が
あ

り
ま
す
。

く
わ
し

く

は

、

本
市
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ

（http://w
w
w
.kyota

nabe.jp/

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
健
康
推
進
課(

�

６４
・
１
３
３
４)

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
は
、「
京
田
辺
市
の

屋
外
広
告
物
の
規
制
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
規

則
」
の
一
部
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

良
好
な
景
観
を
守
る
た

め
、
国
・
府
が
定
め
る
関

連
の
法
律
・
条
例
な
ど
が

改
正
さ
れ
、
屋
外
広
告
業

者
が
届
け
出
制
か
ら
登
録

制
に
変
わ
り
、
車
両
広
告

物
の
取
り
扱
い
が
府
の
事

務
に
変
わ
り
ま
し
た
。
く

わ
し
い
改
正
の
内
容
は
、

土
木
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
は
、
美
し
い
景
観
や

街
並
み
を
保
持
す
る
と
と

も
に
、
道
路
の
交
通
に
支

障
を
お
よ
ぼ
す
無
許
可
広

告
物
の
撤
去
を
行
い
、
道

路
の
安
全
を
図
っ
て
い
ま

す
。屋

外
広
告
を
設
置
す
る

時
は
、
適
切
に
届
け
出
を

す
る
な
ど
、
市
の
美
観
保

持
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
土
木
課

（
�
６４
・
１
３
４
４
）

の
み
な
さ
ん
で
す
。

「
四
季
の
う
た
」
や
「
涙

そ
う
そ
う
」「
世
界
に
一
つ

だ
け
の
花
」
な
ど
を
お
届
け

し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
鑑

賞
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１１
月
１
日
�
午
後

０
時
２０
分
〜
０
時
５０
分

場
所
＝
市
役
所
２
階
市
民

ホ
ー
ル
と
そ
の
周
辺

出
演
＝
手
話
サ
ー
ク
ル

「
と
も
だ
ち
」
の
み
な
さ
ん

曲
目
＝
▼
四
季
の
う
た
▼

涙
そ
う
そ
う
▼
も
み
じ
▼
大

き
な
古
時
計
▼
赤
と
ん
ぼ
▼

さ
ん
ぽ
（「
と
な
り
の
ト
ト

ロ
」
よ
り
）
▼
川
の
流
れ
の

よ
う
に
▼
世
界
に
一
つ
だ
け

お
よ
び
配
偶
者
も
連
帯
し
て

納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し

て
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
た
時
は
、
そ
の
納
付

額
の
全
額
が
納
め
た
人
の
所

得
税
な
ど
の
控
除
対
象
と
な

り
、
年
末
調
整
な
ど
の
手
続

き
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料

の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
家
族

の
分
の
証
明
書
も
、
申
告
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得

税
・
市
府
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
（
平
成
１６
年
分
ま
で
）
は
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
で
は
、
納
付
し
た
保

険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
所
得
税
法
等
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
平
成
１７
年
分
の
申
告
か
ら
は
、
１
年
間
に
納

め
た
（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
保
険
料
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

17年の
申告から

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
満
額
で
７９
万
４
千

５
０
０
円
（
４０
年
間
保
険
料
納
付
）
で
す
が
、
老

後
に
よ
り
高
い
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
た
い
人

は
、
毎
月
の
保
険
料
（
１
万
３
千
５
８
０
円
）
の

ほ
か
に
、
付
加
保
険
料
（
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ

し
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
金
額
は
す
べ
て

平
成
１７
年
度
額
）。

「
交
通
事
故
・
詐
欺
・
脅
し
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
…
。」

こ
の
よ
う
な
不
満
を

お
持
ち
の
人
は
、
検
察

審
査
会
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
や
申
し
立
て
費
用
は
一

切
不
要
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
１１
人
の
審
査
員
が
、
検
察

官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の

良
し
悪
し
を
審
査
し
ま
す
。

審
査
員
の
候
補
者
を

選
ぶ
に
当
た
り
、
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
「
く
じ
」
を
行
い
ま

す
の
で
、
審
査
員
に
選
ば
れ
た
時
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
京
都
検
察
審
査
会
事
務

局
（
�
０
７
５
・
２
１
１
・
４
１
１
１
）

「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ
う
ス
ゴ
イ
ら
」

孫
の
小
学
四
年
浩
司
が
テ
ス
ト
を
見
せ

た
。
ペ
ケ
問
題
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

何
と
百
十
点
。

「
ど
う
い
う
こ
っ
ち
ゃ
い
？
」
と

お
ど
け
る
と
「
あ
の
ね
ー
」
と
理
由

を
説
明
し
た
。
要
約
す
る
と
こ
う
な

る
。難

度
の
高
い
問
題
が
で
き
た
時
は

規
定
の
配
点
よ
り
十
点
、
時
に
二
〇

点
も
上
乗
せ
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
を

「
ボ
ー
ナ
ス
点
」
と
称
し
、
全
問
正

解
の
場
合
は
百
五
十
点
に
も
及
ん
だ

り
す
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
担
任
の

半
田
次
郎
先
生
独
自
の
指
導
ら
し

い
。
ま
た
先
生
は
理
解
の
遅
れ
て
い

る
子
の
正
答
に
は
問
題
の
難
易
を
問
わ
ず

三
重
花
丸
、
プ
ラ
ス
二
〇
点
を
加
え
、「
よ

う
や
っ
た
」
と
励
ま
す
。
こ
の
や
さ
し
い

依
怙
贔
屓
？
点
に
は
他
の
子
等
も
先
生
の

配
意
を
好
ま
し
い
も
の
と
納
得
し
、
先
生

に
敬
愛
の
念
を
深
め
る
と
い
う
。

ち
ょ
っ
と
い
い
話
だ
。

孫
の
テ
ス
ト
を
見
、
先
生
へ
の
思
慕
の

情
を
聞
い
て
か
ら
「
浩
司
、
お
前
け

っ
こ
う
デ
キ
る
ん
だ
」
と
褒
め
る
と

鼻
先
を
こ
す
っ
て
テ
レ
を
み
せ
た
。

褒
め
す
ぎ
る
と
浩
司
め
、
天
の
邪

鬼
だ
か
ら
反
発
し
か
ね
な
い
。

か
ね
合
い
の
難
し
い
と
こ
ろ
だ
。

「
―
―
先
生
ね
、
い
ろ
ん
な
ア
イ

デ
ア
出
し
て
く
る
よ
。
習
っ
て
な
い

漢
字
が
書
け
る
と
、
び
っ
く
り
だ
よ

じ
い
ち
ゃ
ん
、
な
、
な
ん
と
プ
ラ
ス

五
十
点
！
」

道
理
で
今
ま
で
見
向
き
も
し
な
か

っ
た
読
書
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ん
ま
と
先
生
の
術
中
に
は
ま
っ
て
い

る
。（
し
て
や
っ
た
り
）
と
ほ
く
そ
笑
ん
で

い
る
先
生
の
喜
ん
で
い
る
顔
が
み
え
る
よ

う
だ
。

こ
れ
に
伴
っ
て
会
話
に
熟
語
が
入
る
の

に
気
づ
い
た
。「
地
球
環
境
」「
相
好
を
く

ず
す
」
な
ん
て
言
葉
を
的
確
に
使
う
。
語

彙
は
確
か
に
豊
か
に
な
っ
た
。
私
は
そ
の

度
に
「
ほ
う
」
と
感
心
し
て
み
せ
る
。

し
か
し
先
生
の
こ
の
指
導
、
同
僚
か
ら

は
〝
や
り
す
ぎ
〞
と
批
判
さ
れ
て
い
る
と

聞
く
。
学
級
毎
の
対
応
が
異
る
と
学
年
の

均
衡
が
保
て
な
い
と
い
う
理
屈
だ
そ
う

だ
。保

護
者
側
か
ら
み
る
と
単
に
や
っ
か
み

の
類
い
と
し
か
映
ら
な
い
の
だ
が
…

き
る
農
業
者
年
金
な
ど
の
制

度
が
あ
る
ほ
か
、
こ
の
付
加

年
金
が
あ
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
額
は
１
か
月

４
０
０
円
、
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
第
１
号
被
保

険
者
ま
た
は
任
意
加
入
被
保

険
者
で
す
（
保
険
料
納
付
の

免
除
・
猶
予
を
受
け
て
い
る

人
や
国
民
年
金
基
金
の
加
入

員
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

付
加
年
金
額
は
、「
２
０

０
円
×
付
加
保
険
料
の
納
付

月
数
」。
例
え
ば
、
４０
年
間

付
加
保
険
料
を
納
め
た
人
に

は
、
７９
万
４
千
５
０
０
円
に

９
万
６
千
円
（
２
０
０
円
×

４
８
０
月
）が
上
乗
せ
さ
れ
、

合
計
８９
万
５
０
０
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権

を
得
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給

さ
れ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
繰

上
げ
支
給
ま
た
は
繰
下
げ
支

給
を
受
け
る
時
に
は
、
付
加

年
金
額
も
そ
の
減
額
率
・
増

額
率
に
応
じ
て
減
額
・
増
額

さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
国
保
年
金

課
（
�
６３
・
１
１
２
２
）
▼

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
７
５
・
６
４
３
・
２

５
４
７
）

ま
た
、
国
民
年
金
基
金
の

加
入
に
つ
い
て
は
、
京
都
府

国
民
年
金
基
金
（
�
０
１
２

０
・
６５
・
４
１
９
２
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

観光協会が、晩年本市で過ごした一休和尚にちなみ、風刺
やユーモアにあふれたこばなしやエッセイを募集していた
「一休とんち大賞」の入賞者が決まりました。
今年は北海道から沖縄まで、全国各地から2つの部を併せ

て456点の力作が集まりました。
大賞（京都府知事賞）には、こばなしの部では齊藤尚規さ

ん（山梨県甲府市）、エッセイの部では伊東静雄さん（静岡
県沼津市）が輝きました。また、優秀賞（京田辺市長賞）に
は、こばなしの部では楓まさみさん（大阪府吹田市）が、エ
ッセイの部では後藤順さん（岐阜県岐阜市）が選ばれました。
観光協会ホームページ（http://www.ikkyu-land.gr.jp/）

で全作品を紹介しています。過去の作品もご覧いただけます。
問合せ先＝観光案内所（@ 68-2810）

エ
ッ
セ
イ
の
部

エ
ッ
セ
イ
の
部�

エ
ッ
セ
イ
の
部�

『ボーナス点』�
　　　　伊東　静雄さん�

『ボーナス点』�
　　　　伊東　静雄さん�

表／予防接種方法の変更　�
�

②�

①�

③�

④�

平成18年4月1日以降は任意接種（有料）
となるので、②③④の場合は、平成18年3
月31日までのできるだけ早い時期に2つの
接種を済ませておきましょう。�

平成18年4月1日以降の�
接種方法�

平成18年3月31日
現在の状況�

麻しん接種済み�
風しん未接種�

麻しん接種済み�
風しん接種済み�

麻しんは任意接種（有料）
です。第２期は対象外で
す。�

麻しん・風しんともに接
種完了です。第２期は対
象外です。�
風しんは任意接種（有料）
です。第２期は対象外で
す。�

麻しん未接種�
風しん接種済み�

麻しん未接種��風しん未接種��

生後24か月未満のお子さ
んは、第1・2期とも対象
になります。生後24か月
（2歳）を超えたお子さん
は第2期のみ対象です。�

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

長
賞
＝
池
田
琢
真
（
薪
小
学

校
５
年
）

問
合
せ
先
＝
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
、

�
６４
・
１
３
２
６
）

レ
ッ
ス
ン
時
間
＝
２０
分

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

定
員
＝
各
時
間
帯
そ
れ
ぞ

れ
先
着
１
人

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
田
辺
公
園

プ
ー
ル
へ
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
各
開
催
日
当

日
申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

公
園
プ
ー
ル
（
�
６５
・
３
１

１
３
）

の
花問

合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

１８
日
�
・
２８
日
�

レ
ッ
ス
ン
開
始
時
間
＝
▼

１０
日
・
２８
日
…
午
前
１０
時
・

午
前
１０
時
２５
分
・
午
前
１０
時

５０
分
▼
１８
日
…
午
後
２
時
・

午
後
２
時
２５
分
・
午
後
２
時

５０
分

年
金
に
上
乗
せ�

年
金
に
上
乗
せ�

受
給
額
に
上
乗
せ

受
給
額
に
上
乗
せ�
受
給
額
に
上
乗
せ

受
給
額
に
上
乗
せ�
受
給
額
に
上
乗
せ�

証
明
書
類
の
添
付
を

証
明
書
類
の
添
付
を�

証
明
書
類
の
添
付
を�

第
１
号
被
保
険
者
な
ど

付加年金

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

市
内
中
小
企
業
者
に

資
金
融
資
の
補
給
金

屋
外
広
告
物
規
則
を
改
正

不
起
訴
で
不
満
な
と
き
は

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
を

明るい選挙

9月28日には違法広告物の
撤去を行いました

「
ね
え
ね
え
、
ど
う
し
て
こ
の
星
は
こ
ん
な
に
Ｃ

Ｍ
が
お
お
い
の
？
」

「
そ
れ
は
ね
ぇ
、
こ
の
星
は
た
く
さ
ん
の
会
社
が

い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
作
っ
て
い
る
か
ら
だ
よ
。
み
ん

な
活
動
的
で
魅
力
的
な
星
だ

ろ
う
」

「
ね
え
ね
え
、
ど
う
し
て
こ

の
星
は
健
康
を
強
調
し
た
食

品
の
Ｃ
Ｍ
が
多
い
の
？
」

「
そ
れ
は
ね
ぇ
、
み
ん
な
仕
事
や
勉
強
が
忙
し
く

て
、
ま
と
も
な
食
事
を
と
る
暇
が
な
い
か
ら
だ
よ
。」

「
ね
え
ね
え
、
ど
う
し
て
こ
の
星
は
ビ
ー
ル
や
ウ

ィ
ス
キ
ー
と
い
っ
た
お
酒
の
Ｃ
Ｍ
が
多
い
の
？
」

「
そ
れ
は
ね
、
み
ん
な
嫌
な
こ
と
が
あ
る
と
ア
ル

コ
ー
ル
の
力
を
借
り
て
忘
れ
よ
う
と
す
る
か
ら
だ

よ
。」

「
こ
ん
な
星
に
住
み
た
く

な
い
ね
。
ね
え
ね
え
、
お
父

さ
ん
。
も
っ
と
別
の
星
に
行

こ
う
よ
。」

「
う
ん
、
そ
う
だ
ね
。
こ
ん
な
星
を
占
領
し
た
ら
、

こ
っ
ち
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。」

こ
う
し
て
地
球
が
異
星
人
か
ら
の
侵
略
を
免
れ
て

い
る
こ
と
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

『
侵
略
者
』

『
侵
略
者
』�

　
　
　
　
齊
藤
　
尚
規
さ
ん

　
　
　
　
齊
藤
　
尚
規
さ
ん�

『
侵
略
者
』�

　
　
　
　
齊
藤
　
尚
規
さ
ん�

こばなしの部こばなしの部�こばなしの部�

平
成
１７
年
の

地
価
を
発
表

府
は
、
平
成
１７
年
の
地
価

調
査
を
発
表
し
ま
し
た
。
ど

な
た
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所
＝
▼
施
設
用
地

課
▼
中
央
図
書
館

問
合
せ
先
＝
施
設
用
地
課

（
�
６４
・
１
３
４
２
）

啓
発
ポ
ス
タ
ー
と

標
語
の
入
賞
作
品

平
成
１７
年
度
明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
の
入

賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

応
募
さ
れ
た
す
べ
て
の
作

品
を
１１
月
５
日
�
・
６
日
�

に
田
辺
中
央
体
育
館
で
開
か

れ
る
市
民
文
化
祭
で
展
示
し

ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
ポ
ス
タ
ー
】

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

賞
＝
桐
山
健
人
（
田
辺
小
学

校
５
年
）

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

長
賞
＝
岩
井
七
星
（
大
住
中

学
校
１
年
）

【
標
語
】

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

賞
＝
木
戸
千
晶
（
大
住
小
学

校
６
年
）

「
手
話
歌
」
を

聞
き
ま
せ
ん
か

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
お
昼
の
ひ
と
と
き
を
音
楽

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

「
市
民
ふ
れ
あ
い
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
き
ま
す
。

今
回
の
出
演
は
、
京
都
市

伏
見
区
を
中
心
に
、
手
話
の

も
つ
豊
か
な
表
現
力
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
手
話

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
（「
手
話

歌
」）
に
取
り
組
ん
で
い
る

手
話
サ
ー
ク
ル「
と
も
だ
ち
」

水
泳
の
コ
ツ
伝
授

開
催
日
＝
１１
月
１０
日
�
・

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

設
置
者
に
補
助
金

	
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

は
、
給
湯
や
冷
暖
房
に
利
用

す
る
太
陽
熱
高
度
利
用

（
ソ
ー
ラ
ー
）
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
人
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
同
シ
ス
テ

ム
は
、
不
凍
液
な
ど
を
強
制

循
環
す
る
集
熱
器
と
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
貯
蔵
す
る
蓄
熱
槽

か
ら
な
る
も
の
で
す
。

対
象
＝
集
熱
器
の
総
面
積

が
７５
平
方
�
ま
で
の
太
陽
熱

高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
を
設
置

さ
れ
る
人

補
助
金
額
の
目
安
＝
集
熱

器
の
総
面
積
に
応
じ
て
補
助

（
６
平
方
�
で
約
１０
万
円
・

７５
平
方
�
で
約
１
２
５
万

円
）く

わ
し
く
は
、
	
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
財
団
（
�
０３
・
５
２

７
５
・
９
５
６
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南
京
都
病
院
で

秋
風
コ
ン
サ
ー
ト

南
京
都
病
院
は
、
秋
風
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
５
日
�
午
後

１
時
〜
３
時

場
所
＝
南
京
都
病
院
（
城

陽
市
）

内
容
＝
▼
健
康
相
談
▼
バ

ン
ド
演
奏
▼
林
家
笑
丸
さ
ん

の
落
語
▼
手
品
▼
体
力
測
定

▼
栄
養
相
談
▼
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
要
予
約
）
な
ど

問
合
せ
先
＝
南
京
都
病
院

（
�
５２
・
０
０
６
５
）

ロ　ビ　ー
コンサート

接
種
方
法
が
変
更

接
種
方
法
が
変
更�

接
種
方
法
が
変
更�

早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い

麻しん・風しん

４
月
１
日

か
　
　
ら
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教
育
委
員
会
は
、
Ｉ
Ｔ
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

日
程
・
定
員
・
場
所
・
受

講
料
＝
下
表
の
と
お
り

時
間
＝
▼
午
前
…
午
前
９

時
〜
正
午
▼
午
後
…
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分

対
象
＝
希
望
す
る
コ
ー
ス

の
要
件
に
合
う
、
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
２０
歳

以
上
の
人

「
コ
ー
ス
名
」
・
内
容
・
対

象
＝
▼
「
パ
ソ
コ
ン
入
門
」

…
起
動
終
了
、
文
字
の
入

力
・
初
心
者
▼
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
＋
メ
ー
ル
」
…
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
、
電
子

メ
ー
ル
の
送
受
信
・
起
動
終

了
の
で
き
る
人
▼
「
文
書
作

成
基
礎
」
…
文
書
作
成
ソ
フ

ト
の
操
作
・
起
動
終
了
の
で

き
る
人
▼
「
文
書
作
成
応
用
」

…
表
、
図
を
使
っ
た
チ
ラ
シ

作
成
・
文
字
入
力
を
無
理
な

く
で
き

る
人
▼

「
表
計
算

基

礎

」

…
表
計

算
ソ
フ

ト
の
操
作
・
文
字
入
力
を
無

理
な
く
で
き
る
人
▼
「
表
計

算
応
用
」
…
表
計
算
機
能
の

活
用
、
関
数
・
表
計
算
基
礎

修
了
者

受
講
料
＝
各
コ
ー
ス
２
千

円
申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
、
受
講
を
希
望

す
る
コ
ー
ス
名
と
講
座
番
号

（
同
コ
ー
ス
内
で
第
２
希
望
ま

で
）
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
、
返
信
用

の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書
い

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い

複
数
の
コ
ー
ス
を
希
望
す

る
時
は
、
各
コ
ー
ス
ご
と
に

は
が
き
を
作
成
し
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
者
が
多
数
の
時
は
抽

選
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
１０
月
３１
日
�

（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
Ｉ
Ｔ

講
習
係
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
２

１
４
、
中
央
公
民
館
内
、
�

６２
・
２
５
５
２
）

1

2

3

4

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

6

7

8

9

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

11

12

13

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

日　　　程� 場　　　所�時　　間� 定員�

14

15

16

講　座�
番　号�

18

17

講　座�
番　号� 時　　間� 定員� 場　　　所�日　　　程�

ＩＴ　講　習　会　日　程　表�
パソコン入門コース（6時間）�

インターネット＋メールコース（6時間）�

文書作成基礎コース（6時間）�

文書作成応用コース（6時間）�

午後�

午後�

11月29日�・30日��

12月20日�・21日��

12月17日��

12月16日��

20

午前・午後�5

19

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

表計算基礎コース（6時間）�

午前・午後�10

表計算応用コース（6時間）�
定員�

午前�

午前�

11月29日�・30日��

12月20日�・21日��

午後�

午後�

11月15日�・16日��

11月17日�・18日��

午後�12月1日�・2日��

午前�12月6日�・7日��

午前�

午前�

11月15日�・16日��

11月17日�・18日��

午前�12月1日�・2日��

午後�

中央公民館�

中央公民館�

中央公民館�

中央公民館�

中央公民館�

中央公民館�

中央公民館�

中央公民館�

12月6日�・7日��

午後�11月24日�・25日��

午後�12月8日�・9日��

午前�12月14日�・15日��

午前�11月24日�・25日��

午前�12月8日�・9日��

午後�

中央公民館�

中央公民館�

北部住民センター�

中央公民館�

中央公民館�

北部住民センター�

中央公民館�

北部住民センター�

12月14日�・15日�� 15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

中央公民館�

北部住民センター�

15

15

北部住民センター�

北部住民センター�

15

15

15

15

15

15

15

15

ボ
ー
ル
す
く
い
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
（
順
延

時
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
中
止
し
ま
す
。）

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
＝

▼
行
き
…
Ｊ
Ｒ
京
田
辺
駅

前
バ
ス
停
（
午
前
９
時
１５

分
発
、
１１
時
５
分
発
）
▼

帰
り
…
Ｊ
Ｒ
京
田
辺
駅
前

バ
ス
停
（
午
後
１
時
５５
分

着
、
３
時
３５
分
着
）

駐
車
場
も
あ
り
ま
す
。

当
日
、
同
会
場
で
「
環

境
ま
つ
り
」（
主
催
＝
城
南

衛
生
管
理
組
合
）
も
あ
り

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
洛
南
浄
化

音
楽
と
ダ
ン
ス
の
集
い

文
化
協
会
は
、「
第
１７
回

京
田
辺
市
民
音
楽
と
ダ
ン
ス

の
集
い
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
４
日
�
午
後

７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

問
合
せ
先
＝
文
化
協
会
ダ

ン
ス
の
部
　
部
長
　
長
谷
川

（
�
６２
・
２
５
７
４
）

ＩＴ講習会

自
分
に
あ
う
コ
ー
ス
選
び

パ
ソ
コ
ン
の
技
術
習
得

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場

コ
ー
ス
＝
▼
初
心
者
コ
ー

ス
（
約
６
㌔
）
▼
一
般
コ
ー

ス
（
約
１２
㌔
）
▼
健
脚
コ
ー

ス
（
約
１７
㌔
）

参
加
費
（
１
人
）
＝
▼
事

前
申
込
…
１
５
０
円
▼
当
日

申
込
…
３
０
０
円

中
学
生
以
下
は
無
料
。

申
込
方
法
＝
事
前
申
込
…

往
復
は
が
き
の
往
信
用
に
、

参
加
コ
ー
ス
と
代
表
者
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数

を
、
ま
た
、
返
信
用
の
表
に

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

書
い
て
、
１０
月
３１
日
�
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い

当
日
申
込
も
あ
り
ま
す
。

申
込
先
＝
京
都
新
聞
事
業

セ
ン
タ
ー
「
一
休
さ
ん
ウ

ォ
ー
ク
２
０
０
５
」
係
（
〒

６
０
４
・
８
５
７
８
京
都
市

中
京
区
烏
丸
通
夷
川
上
ル
）

く
わ
し
く
は
、
一
休
さ
ん

ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務

局
（
健
康
推
進
課
内
、
�

６４
・
１
３
３
４
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

在
住
の
１５
組
の
親
子
）

同
室
で
保
育
が
あ
り
ま

す
。申

込
先
＝
中
央
公
民
館

（
�
６２
・
２
５
５
２
）

し
め
き
り
＝
１０
月
２０
日
�

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
か
が
や

き
　
高
橋
（
�
６２
・
０
２
３

０
）

野
澤
徹
也
氏
の

三

絃

演

奏

文
化
祭
実
行
委
員
会
は
、

「
文
化
祭
特
別
企
画
　
野
澤

徹
也
氏
　
三
絃
演
奏
」
を
開

き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
５
日
�
午
後

２
時
〜
３
時

場
所
＝
同
志
社
大
学
ロ
ー

ム
記
念
館
（
同
志
社
大
学
京

田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

出
演
者
＝
野
澤
徹
也
さ

ん
、
野
澤
佐
保
子
さ
ん
、
伴

英
将
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
文
化
祭
実
行

委
員
会
事
務
局
（
中
央
公
民

館
内
�
６２
・
２
５
５
２
）

市民文化祭

一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク

事
前
申
込
３１
日
ま
で

開
催
日
＝
１１
月
１２
日
�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
９
時
３０
分

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
＝
田

下
水
道
ま
つ
り

３０
日
に
開
き
ま
す

府
と
	
府
下
水
道
公
社
洛

南
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、「
下

水
道
ま
つ
り
」を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１０
月
３０
日
�
午
前

１０
時
３０
分
〜
午
後
３
時
。
た

だ
し
、
雨
天
時
は
１１
月
６
日

�
に
順
延
し
ま
す

場
所
＝
洛
南
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
八
幡
市
）

内
容
＝
施
設
説
明
会
、
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー
（
�
０
７
５
・
６

３
２
・
１
４
３
３
）

社
福
セ
ン
タ
ー
で

講
演
会
を
開
く

日
時
＝
１０
月
２５
日
�
午
前

１０
時
〜
１１
時
３０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー内

容
＝
「
子
育
て
の
マ
マ

の
声
を
聞
か
せ
て
」（
市
内

アイ・コラボレーション京都は、ふれあいパソコ
ン教室（後援＝教育委員会）を開きます。
日時＝10月29日�午後1時～4時
場所＝アイ・コラボレーション京都
対象＝小学生
内容＝パソコンを使い、ぼうしやかばんに貼れる
オリジナルデザインのワッペンを作ります
定員＝先着6人
参加費＝無料
問合せ先＝アイ・コラボレーション京都（�64-
7474、�64 -7232、電子メールinfo@i -co l labo -
kyoto.com)

パパパパソソソソココココンンンンででででワワワワッッッッペペペペンンンン作作作作りりりり

特別企画

子育て部会

市
民
一
斉
清
掃
で

３２
�
の
ご
み
収
集

９
月
２５
日
に
市
民
一
斉
清
掃
が
あ

り
、
区
や
自
治
会
な
ど
約
２０
の
団
体
が

各
地
で
ま
ち
の
そ
う
じ
を
行
い
ま
し

た
。約

６
千
人
の
み
な
さ
ん
が
、
公
園
や

道
路
、
溝
な
ど
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で

い
る
地
域
を
清
掃
し
、
約
３２


の
ご
み

を
集
め
ま
し
た
。

集
め
た
ご
み
の
収
集
に
は
、
市
建
設

業
協
会
の
み
な
さ
ん
が
ト
ラ
ッ
ク
４
台

と
と
も
に
参
加
。
同
協
会
と
市
建
設
業

協
同
組
合
か
ら
ご
み
袋
１
万
枚
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
は
、
市
内
に
不
法
投
棄
さ

れ
て
い
る
ご
み
の
回
収
を
実
施
。
タ
イ

ヤ
や
ふ
と
ん
な
ど
、
全
部
で
約
３
・
３



の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

同
日
、
大
和
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
倶
楽
部
は
、

普
賢
寺
川
・
遠
藤
川
一
帯
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

地
域
の
美
化
活
動
に
一
役
買
お
う
と

行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
近
く
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
つ
つ

き
の
郷
」
の
お
年
寄
り

も
参
加
。
そ
の
模
様
が

ラ
ジ
オ
放
送
局
の
取
材

を
受
け
る
一
幕
も
あ
り

ま
し
た
。

不法投棄ごみを回収する職員

ラ
ジ
オ
放
送
局
の
取
材
を
受

け
る
み
な
さ
ん

各地でまちを大そうじ�各地でまちを大そうじ�
地域のみなさんが参加して、市内各地で清掃活動が行われま

した。これからもきれいな京田辺市を守るためにご協力をお願
いします。

同
志
社
大
学
と
	
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都

は
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開

き
ま
す
。

【
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
】

日
時
＝

１１
月
１３
日

�
・
２７
日

�
・
平
成

１８
年
１
月
１５
�
い
ず
れ
も

午
後
１
時
〜
４
時

対
象
＝
小
学
５
年
生
〜

中
学
３
年
生

定
員
＝
２０
人

費
用
＝
３
千
円

【
サ
ッ
カ
ー
】

日
時
＝
１１
月
２０
日
�
午

前
１０
時
〜
午
後
１
時

対
象
＝
小
学
生

定
員
＝
９０
人

費
用
＝
千
円

【
場
所
】

同
志
社
大
学
京
田
辺
キ

ャ
ン
パ
ス
内

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

	
大
学

コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
京

都
（
�
０

７
５
・
３
５
３
・
９
２
７

８
）

同志社大学

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
く

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
と
サ
ッ
カ
ー

29日　アイ・コラボレーション京都


